
 

施工方法一覧 
 

  ～メーター廻り～ 

① 既存φ25取出しφ20MU 

② 既存φ30取出しφ25MU 

③ 既存φ40取出しφ25MU 

④ ３階直結給水の３階φ20MU廻り 

⑤ φ20取出しφ13M（ユニットではないメーター） 

⑥ 既存φ13取出し（官民境界から 1.0ｍ以上） 

⑦ 既存φ13取出し（官民境界から 0.5以上 1.0未満） 

⑧ 既存φ13取出し（官民境界から 0.5未満） 

⑨ φ30取出しφ20MU分岐φ20MU 

⑩ φ25取出しφ20MU分岐φ13MU 

 ～分水止め～ 

⑪ チーズを直管に換える 

⑫ チーズをエルボに換える 

 ～１敷地１取出し～ 

⑬ 一般住宅の場合 

⑭ 集合住宅・貸店舗・２世帯住宅・併用住宅等の場合 

⑮ 一般住宅・集合住宅・貸店舗等の例 

～取出し方法～ 

⑯ 隅切り部分の取出し 

⑰ 給水用地内の離隔 

⑱ 給水管を道路縦断して布設する場合の注意事項 

⑲ 水路上越しの注意点 



～メーター廻り～

官民境界線官民境界線

官民境界線

※原則はユニットとする。

官民境界線

①　既存φ25取出しφ20MU ②　既存φ30取出しφ25MU

④　３階直結給水の３階φ20MU廻り

⑤　φ20取出しφ13M（ユニットではないメーター）

官民境界線

⑥　既存φ13取出し

（官民境界から1.0m以上）

③　既存φ40取出しφ25MU

Φ 25（PPまたはHPPE）

Φ25止水栓

Φ25FJ1.0

25× 20ブッシング

Φ20MU

25×20ブッシング

Φ25FJ0.5

Φ30（PPまたはHPPE）

Φ30止水栓

Φ30FJ1.0

Φ 25MU

Φ25FJ0.5

30×25ブッシング25×20ブッシング

Φ25止水栓

Φ20MU

Φ25FJ1.0

Φ25（PPまたはHPPE）

Φ20FJ0.5

φ40

φ25

0.5ｍ

1.0ｍ

HIVP

PP又は
HPPE

フレキ

基準位置に移動

ネジ筐(ハット型使用禁止）

シモクにＳＫＸ接続

Φ25MU

漏水する恐れがあるため
ＳＫＸに負荷がかかり

一次側に止水栓が必要

20×13ブッシング

20×13逆止弁付片落ち丙止水栓

Φ13M

20FJ1.0

20止水栓

VP20

20FJ0.5

20単式逆止弁（N×平行おねじ）

Φ20止水栓

20×13HIS（シモクにHISを付ける）

VPΦ13

Φ20FJ1.0

Φ20FJ0.5

1.0～1.5

Φ13MU

※パイプシャフトにメーターを設置する場合、
メーター二次側の口径はΦ20でよい。
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官民境界線 官民境界線

⑨　φ30取出しφ20MU、分岐φ20MU ⑩　φ25取出しφ20MU、分岐φ13MU

官民境界線

立上げる場合

官民境界線

立上げる場合

（官民境界から0.5以上1.0m未満）

⑦　既存φ13取出し ⑧　既存φ13取出し

（官民境界から0.5未満）

MCソケット

VPΦ13

Φ20止水栓

Φ20FJ1.0

Φ 20FJ0.5

φ20（PPまたはHPPE）

φ20（PPまたはHPPE）

0.3

0.7

VPΦ13

Φ20止水栓

Φ20FJ1.0

Φ 20FJ0.5

0.5

0.5

φ20（PPまたはHPPE）

VPΦ13

φ20（PPまたはHPPE）

P20× V13SKXT＋20SKX-栓
VPΦ13P20×V13SKXS

P20×V13SKXS

Φ13MU Φ13MU

P20× V13SKXS

1.0

Φ20FJ0.5

Φ 20MU

Φ20FJ1.0

Φ 20止水栓

Φ20

Φ30ねじ筺

Φ30

Φ20FJ0.5

Φ20MU

Φ 20FJ1.0

Φ20止水栓

Φ20

30× 20SKXS

30×20SKXT

1.0

Φ20FJ0.5

Φ 20MU

Φ20FJ0.5

Φ 25

Φ25止水栓

Φ13MU

Φ20止水栓

Φ20FJ1.0

Φ25止水栓

Φ20

Φ25FJ1.0

25×20SKXT

25×20ブッシング
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～分水止め～

⑪　チーズを直管に変える

⑫　チーズをエルボに変える

※分水止めで使用する管はHIVP可。

※ソケットは一つはSKXを使用。

※SKXソケット使用箇所は上流側、下流側どちらでもよい。

（直管部分に比べエルボ部分は水の衝撃を受けやすいため）

※分水止めで使用する管はHIVP可。

※エルボはSKX使用。

MCソケットまたは補修バンド（圧着したところ）

MCソケットまたは補修バンド（圧着したところ）

HIVP

HIソケット

MCソケットまたは補修バンド（圧着したところ）

SKXソケット

Φ25

SKXS（HISでも可）

Φ13M

HIVPΦ25

HIVPΦ25SKXL

25×13SKXS

（HISでも可）

Φ13M
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建物 建物

親の 子等の

親の土地

建物 建物

親の土地

親の 子等の

(２)メーターを１つ設置

～１敷地１取出し～

(１)建物ごとに取出す

１.分筆又は敷地分割する

建物

親の土地

子等の親の

建物

分
筆
線

共
有
道
路

分
割
線

(３)共有道路の敷地分割

Ａ所有の

建物 建物

Ａ所有の土地

１.分筆又は敷地分割する

Ａ所有のＡ所有の

建物 建物

給水主管

Ａ所有の土地

(２)給水主管からの分岐(１)建物ごとに取出す

(１)１取出しメーター２つ設置

２.２世帯住宅・併用住宅

Ａ所有の土地

Ａ所有の

建物

0.5～1.00.5

0.5

1.0

1.5

～

以上

以上

1.0

1.5

～

Ａ所有のＡ所有の

建物 建物

Ａ所有の土地

建物建物

分
筆
線

共
有
道
路

分
割
線

(３)共有道路の敷地分割 (４)１取出しメーターを２つ設置

⑭集合住宅・貸店舗等の場合

⑬一般住宅等の場合（親の土地に子等が家を建てる）

Ａ所有の土地

Ａ所有の Ａ所有の

Ａ所有の



親の

建物 建物

親の土地

子等の 親の

建物 建物

親の土地

子等の

(１)１取出しメーター２つ設置 (２)１取出しメーター２つ設置

Ａ所有の Ａ所有の

建物 建物
筆
界
線

Ａ所有の土地

(２)隣地への給水（戸別取出し）

建物建物

分
割
線

分
筆
線

共
有
道
路

(１)敷地分割線を跨いでいる（共有道路）

Ａ所有の土地

Ａ所有の Ａ所有の

⑮一般住宅・集合住宅・貸店舗等の例
１.一般住宅

２.共通



官民境界線

１.注意事項

(１)新規取出しの場合、隅切り部分からの取出しはなるべく避ける

(３)隅切り道路部分の土地所有者

離隔の制限なし

0.5ｍ以上

官民境界線

官
民
境
界
線

離隔の制限なし

0.5ｍ以上

0.5ｍ以上

0.5ｍ以上

官民境界線

官
民
境
界
線

官民境界線

0.5ｍ以上
官民境界線官民境界線

官
民
境
界
線

離隔の制限なし

0.5ｍ以上

２.官民境界線との離隔

３.隅切りに接している部分から取出す場合の離隔（新規・改造）

(１)官民境界線と取出しが平行の場合（新規・改造） (２)官民境界線と取出しが平行でない場合（改造）

隣
地
境
界
線

②他人の土地の場

　合、隅切り部分

　から取出し不可

①公道又は自己所有

　の場合、隅切り部

　分から取出し可能

(２)改造の場合、既存取出しが隅切り部分にあるときは基準を満たしていれば使

　　用可能

官
民
境
界
線

～取出し方法～
⑯　隅切り部分の取出し（個人・分譲共通）

1.0

1.0
1.0

1.0

1.0



給水管

αｍ

民
地
境
界

民
地
境
界

給水管

電
柱

民
地
境
界

民
地
境
界

民
地
境
界

２.給水管は境界線や他の埋設物から0.5ｍ以上離す。

民
地
境
界

0.5ｍ 0.5ｍ

民
地
境
界

民
地
境
界

1ｍ

1ｍ
擁
壁

※２次側は他の構造物や境界との離隔は有効で0.3以上確保する

１.給水用地の幅は１ｍ以上確保する。

0.5ｍ 0.5ｍ

給水管

1＋αｍ

３.電柱は0.5ｍ以上離す。擁壁がある場合、境界線まで0.5ｍ以上離す。

0.5ｍ 0.5ｍ

0.5ｍ

1ｍ

0.5ｍ

擁
壁

擁
壁

給水管

0.3ｍ以上 0.3ｍ以上

他埋設管

0.3ｍ
以上

0.3ｍ
以上

桝

0.3ｍ以上

⑰　給水用地内の離隔（φ50までのメーター１次側）



※間違った施工例※間違った施工例※間違った施工例※間違った施工例※間違った施工例※間違った施工例※間違った施工例

取出し可能、乙止水栓を交差点内に設置してよいかは取出し可能、乙止水栓を交差点内に設置してよいかは取出し可能、乙止水栓を交差点内に設置してよいかは取出し可能、乙止水栓を交差点内に設置してよいかは取出し可能、乙止水栓を交差点内に設置してよいかは取出し可能、乙止水栓を交差点内に設置してよいかは取出し可能、乙止水栓を交差点内に設置してよいかは
配水管から分岐後すぐに縦断方向へ給水管を2本布設配水管から分岐後すぐに縦断方向へ給水管を2本布設配水管から分岐後すぐに縦断方向へ給水管を2本布設配水管から分岐後すぐに縦断方向へ給水管を2本布設配水管から分岐後すぐに縦断方向へ給水管を2本布設配水管から分岐後すぐに縦断方向へ給水管を2本布設配水管から分岐後すぐに縦断方向へ給水管を2本布設

する場合、サドル分水栓と乙止水栓はフレキシブルする場合、サドル分水栓と乙止水栓はフレキシブルする場合、サドル分水栓と乙止水栓はフレキシブルする場合、サドル分水栓と乙止水栓はフレキシブルする場合、サドル分水栓と乙止水栓はフレキシブルする場合、サドル分水栓と乙止水栓はフレキシブルする場合、サドル分水栓と乙止水栓はフレキシブル

継手で接続する継手で接続する継手で接続する継手で接続する継手で接続する継手で接続する継手で接続する

フレキシブル継手フレキシブル継手フレキシブル継手フレキシブル継手フレキシブル継手フレキシブル継手フレキシブル継手

0.3m以上0.3m以上0.3m以上0.3m以上0.3m以上0.3m以上0.3m以上

0.3m以上0.3m以上0.3m以上0.3m以上0.3m以上0.3m以上0.3m以上

道路管理者に確認する道路管理者に確認する道路管理者に確認する道路管理者に確認する道路管理者に確認する道路管理者に確認する道路管理者に確認する

有効長で有効長で有効長で有効長で有効長で有効長で有効長で

有効長で有効長で有効長で有効長で有効長で有効長で有効長で

有効長で0.3m以上有効長で0.3m以上有効長で0.3m以上有効長で0.3m以上有効長で0.3m以上有効長で0.3m以上有効長で0.3m以上

プラグプラグプラグプラグプラグプラグプラグ

管帽からの取出し方法管帽からの取出し方法管帽からの取出し方法管帽からの取出し方法管帽からの取出し方法管帽からの取出し方法管帽からの取出し方法

φ７５以上φ７５以上φ７５以上φ７５以上φ７５以上φ７５以上φ７５以上

プラグプラグプラグプラグプラグプラグプラグ ＧＰ鋼管用シモクＧＰ鋼管用シモクＧＰ鋼管用シモクＧＰ鋼管用シモクＧＰ鋼管用シモクＧＰ鋼管用シモクＧＰ鋼管用シモク

ＧＰ鋼管用シモクＧＰ鋼管用シモクＧＰ鋼管用シモクＧＰ鋼管用シモクＧＰ鋼管用シモクＧＰ鋼管用シモクＧＰ鋼管用シモクブッシングブッシングブッシングブッシングブッシングブッシングブッシング

5.0m5.0m5.0m5.0m5.0m5.0m5.0m

側溝がなければ0.5m以上側溝がなければ0.5m以上側溝がなければ0.5m以上側溝がなければ0.5m以上側溝がなければ0.5m以上側溝がなければ0.5m以上側溝がなければ0.5m以上

側溝から0.3m以上側溝から0.3m以上側溝から0.3m以上側溝から0.3m以上側溝から0.3m以上側溝から0.3m以上側溝から0.3m以上

1.2m1.2m1.2m1.2m1.2m1.2m1.2m
0.6m0.6m0.6m0.6m0.6m0.6m0.6m 0.9ｍ0.9ｍ0.9ｍ0.9ｍ0.9ｍ0.9ｍ0.9ｍ

1.2m1.2m1.2m1.2m1.2m1.2m1.2m
0.9m0.9m0.9m0.9m0.9m0.9m0.9m

1.3m1.3m1.3m1.3m1.3m1.3m1.3m

0.9m0.9m0.9m0.9m0.9m0.9m0.9m

0.3m以上0.3m以上0.3m以上0.3m以上0.3m以上0.3m以上0.3m以上

0.9m0.9m0.9m0.9m0.9m0.9m0.9m

断面図例①断面図例①断面図例①断面図例①断面図例①断面図例①断面図例①

断面図例②断面図例②断面図例②断面図例②断面図例②断面図例②断面図例②

給水管を縦断して布設する場合、並走している給水管と給水管を縦断して布設する場合、並走している給水管と給水管を縦断して布設する場合、並走している給水管と給水管を縦断して布設する場合、並走している給水管と給水管を縦断して布設する場合、並走している給水管と給水管を縦断して布設する場合、並走している給水管と給水管を縦断して布設する場合、並走している給水管と

給水管同士の交差部分の上下の離隔は３０㎝以上とる給水管同士の交差部分の上下の離隔は３０㎝以上とる給水管同士の交差部分の上下の離隔は３０㎝以上とる給水管同士の交差部分の上下の離隔は３０㎝以上とる給水管同士の交差部分の上下の離隔は３０㎝以上とる給水管同士の交差部分の上下の離隔は３０㎝以上とる給水管同士の交差部分の上下の離隔は３０㎝以上とる

原則交差しないようにする。原則交差しないようにする。原則交差しないようにする。原則交差しないようにする。原則交差しないようにする。原則交差しないようにする。原則交差しないようにする。

※間違った施工例※間違った施工例※間違った施工例※間違った施工例※間違った施工例※間違った施工例※間違った施工例

※２車線以上の道路はＴ－２５の筺を設置する※２車線以上の道路はＴ－２５の筺を設置する※２車線以上の道路はＴ－２５の筺を設置する※２車線以上の道路はＴ－２５の筺を設置する※２車線以上の道路はＴ－２５の筺を設置する※２車線以上の道路はＴ－２５の筺を設置する※２車線以上の道路はＴ－２５の筺を設置する

⑱　給水管を道路縦断して布設する場合の注意事項⑱　給水管を道路縦断して布設する場合の注意事項⑱　給水管を道路縦断して布設する場合の注意事項⑱　給水管を道路縦断して布設する場合の注意事項⑱　給水管を道路縦断して布設する場合の注意事項⑱　給水管を道路縦断して布設する場合の注意事項⑱　給水管を道路縦断して布設する場合の注意事項

0.5m0.5m0.5m0.5m0.5m0.5m0.5m

φ５０φ５０φ５０φ５０φ５０φ５０φ５０
（Ｒ２）（Ｒ２）（Ｒ２）（Ｒ２）（Ｒ２）（Ｒ２）（Ｒ２）

φ５０φ５０φ５０φ５０φ５０φ５０φ５０
（Ｒ２×Ｇ２ 1/2）（Ｒ２×Ｇ２ 1/2）（Ｒ２×Ｇ２ 1/2）（Ｒ２×Ｇ２ 1/2）（Ｒ２×Ｇ２ 1/2）（Ｒ２×Ｇ２ 1/2）（Ｒ２×Ｇ２ 1/2）

φ５０φ５０φ５０φ５０φ５０φ５０φ５０
（Ｒ２）（Ｒ２）（Ｒ２）（Ｒ２）（Ｒ２）（Ｒ２）（Ｒ２）

φ４０φ４０φ４０φ４０φ４０φ４０φ４０
（Ｒ１ 1/2×Ｇ２）（Ｒ１ 1/2×Ｇ２）（Ｒ１ 1/2×Ｇ２）（Ｒ１ 1/2×Ｇ２）（Ｒ１ 1/2×Ｇ２）（Ｒ１ 1/2×Ｇ２）（Ｒ１ 1/2×Ｇ２）

φ５０×φ４０φ５０×φ４０φ５０×φ４０φ５０×φ４０φ５０×φ４０φ５０×φ４０φ５０×φ４０
（Ｒ２×Ｒ１ 1/2）（Ｒ２×Ｒ１ 1/2）（Ｒ２×Ｒ１ 1/2）（Ｒ２×Ｒ１ 1/2）（Ｒ２×Ｒ１ 1/2）（Ｒ２×Ｒ１ 1/2）（Ｒ２×Ｒ１ 1/2）



●給水管を道路縦断して布設する工事で、取出し付近の通常より深い側溝（構造物）●給水管を道路縦断して布設する工事で、取出し付近の通常より深い側溝（構造物）●給水管を道路縦断して布設する工事で、取出し付近の通常より深い側溝（構造物）●給水管を道路縦断して布設する工事で、取出し付近の通常より深い側溝（構造物）●給水管を道路縦断して布設する工事で、取出し付近の通常より深い側溝（構造物）●給水管を道路縦断して布設する工事で、取出し付近の通常より深い側溝（構造物）●給水管を道路縦断して布設する工事で、取出し付近の通常より深い側溝（構造物）

乙止水栓をどちらにつけるか乙止水栓をどちらにつけるか乙止水栓をどちらにつけるか乙止水栓をどちらにつけるか乙止水栓をどちらにつけるか乙止水栓をどちらにつけるか乙止水栓をどちらにつけるか
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管
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管
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管

配
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管

※下越しする側溝までの距離が長い場合は取出し直後※下越しする側溝までの距離が長い場合は取出し直後※下越しする側溝までの距離が長い場合は取出し直後※下越しする側溝までの距離が長い場合は取出し直後※下越しする側溝までの距離が長い場合は取出し直後※下越しする側溝までの距離が長い場合は取出し直後※下越しする側溝までの距離が長い場合は取出し直後

を下越しする場合の第１乙止水栓の設置位置についてを下越しする場合の第１乙止水栓の設置位置についてを下越しする場合の第１乙止水栓の設置位置についてを下越しする場合の第１乙止水栓の設置位置についてを下越しする場合の第１乙止水栓の設置位置についてを下越しする場合の第１乙止水栓の設置位置についてを下越しする場合の第１乙止水栓の設置位置について

通常より深い通常より深い通常より深い通常より深い通常より深い通常より深い通常より深い通常より深い通常より深い通常より深い通常より深い通常より深い通常より深い通常より深い

－施工方法－－施工方法－－施工方法－－施工方法－－施工方法－－施工方法－－施工方法－

・原則、乙止水栓は取出し直後に設置する。ただしフレキシブル継手で深さを変え構造物を下越しできる場合は、・原則、乙止水栓は取出し直後に設置する。ただしフレキシブル継手で深さを変え構造物を下越しできる場合は、・原則、乙止水栓は取出し直後に設置する。ただしフレキシブル継手で深さを変え構造物を下越しできる場合は、・原則、乙止水栓は取出し直後に設置する。ただしフレキシブル継手で深さを変え構造物を下越しできる場合は、・原則、乙止水栓は取出し直後に設置する。ただしフレキシブル継手で深さを変え構造物を下越しできる場合は、・原則、乙止水栓は取出し直後に設置する。ただしフレキシブル継手で深さを変え構造物を下越しできる場合は、・原則、乙止水栓は取出し直後に設置する。ただしフレキシブル継手で深さを変え構造物を下越しできる場合は、

・乙止水栓の最大の深さは1.1mまでとする。・乙止水栓の最大の深さは1.1mまでとする。・乙止水栓の最大の深さは1.1mまでとする。・乙止水栓の最大の深さは1.1mまでとする。・乙止水栓の最大の深さは1.1mまでとする。・乙止水栓の最大の深さは1.1mまでとする。・乙止水栓の最大の深さは1.1mまでとする。

・フレキシブル継手で変えられる高さは、500Lは0.3mまで、1000Lは0.7mまでとする。・フレキシブル継手で変えられる高さは、500Lは0.3mまで、1000Lは0.7mまでとする。・フレキシブル継手で変えられる高さは、500Lは0.3mまで、1000Lは0.7mまでとする。・フレキシブル継手で変えられる高さは、500Lは0.3mまで、1000Lは0.7mまでとする。・フレキシブル継手で変えられる高さは、500Lは0.3mまで、1000Lは0.7mまでとする。・フレキシブル継手で変えられる高さは、500Lは0.3mまで、1000Lは0.7mまでとする。・フレキシブル継手で変えられる高さは、500Lは0.3mまで、1000Lは0.7mまでとする。

構造物を越えてから乙止水栓を設置する。構造物を越えてから乙止水栓を設置する。構造物を越えてから乙止水栓を設置する。構造物を越えてから乙止水栓を設置する。構造物を越えてから乙止水栓を設置する。構造物を越えてから乙止水栓を設置する。構造物を越えてから乙止水栓を設置する。

①配水管と側溝下越しする給水管の深さをフレキシブル継手で調節できない場合は、①配水管と側溝下越しする給水管の深さをフレキシブル継手で調節できない場合は、①配水管と側溝下越しする給水管の深さをフレキシブル継手で調節できない場合は、①配水管と側溝下越しする給水管の深さをフレキシブル継手で調節できない場合は、①配水管と側溝下越しする給水管の深さをフレキシブル継手で調節できない場合は、①配水管と側溝下越しする給水管の深さをフレキシブル継手で調節できない場合は、①配水管と側溝下越しする給水管の深さをフレキシブル継手で調節できない場合は、

乙止水栓は取出し直後に設置する。乙止水栓は取出し直後に設置する。乙止水栓は取出し直後に設置する。乙止水栓は取出し直後に設置する。乙止水栓は取出し直後に設置する。乙止水栓は取出し直後に設置する。乙止水栓は取出し直後に設置する。

0.9m0.9m0.9m0.9m0.9m0.9m0.9m

0.3m以上0.3m以上0.3m以上0.3m以上0.3m以上0.3m以上0.3m以上

0.9m0.9m0.9m0.9m0.9m0.9m0.9m0.9m0.9m0.9m0.9m0.9m0.9m0.9m 1.4m1.4m1.4m1.4m1.4m1.4m1.4m 0.9m0.9m0.9m0.9m0.9m0.9m0.9m

0.3m以上0.3m以上0.3m以上0.3m以上0.3m以上0.3m以上0.3m以上

1.4m1.4m1.4m1.4m1.4m1.4m1.4m
1.1m1.1m1.1m1.1m1.1m1.1m1.1m 1.9m1.9m1.9m1.9m1.9m1.9m1.9m

②配水管と側溝を下越しする給水管の深さをフレキシブル継手で調節できる場合は、②配水管と側溝を下越しする給水管の深さをフレキシブル継手で調節できる場合は、②配水管と側溝を下越しする給水管の深さをフレキシブル継手で調節できる場合は、②配水管と側溝を下越しする給水管の深さをフレキシブル継手で調節できる場合は、②配水管と側溝を下越しする給水管の深さをフレキシブル継手で調節できる場合は、②配水管と側溝を下越しする給水管の深さをフレキシブル継手で調節できる場合は、②配水管と側溝を下越しする給水管の深さをフレキシブル継手で調節できる場合は、

乙止水栓は側溝下越し後に設置する。乙止水栓は側溝下越し後に設置する。乙止水栓は側溝下越し後に設置する。乙止水栓は側溝下越し後に設置する。乙止水栓は側溝下越し後に設置する。乙止水栓は側溝下越し後に設置する。乙止水栓は側溝下越し後に設置する。

③配水管の深さが、側溝下越しする給水管以上に深い場合は、乙止水栓は側溝下越し後に設置する。③配水管の深さが、側溝下越しする給水管以上に深い場合は、乙止水栓は側溝下越し後に設置する。③配水管の深さが、側溝下越しする給水管以上に深い場合は、乙止水栓は側溝下越し後に設置する。③配水管の深さが、側溝下越しする給水管以上に深い場合は、乙止水栓は側溝下越し後に設置する。③配水管の深さが、側溝下越しする給水管以上に深い場合は、乙止水栓は側溝下越し後に設置する。③配水管の深さが、側溝下越しする給水管以上に深い場合は、乙止水栓は側溝下越し後に設置する。③配水管の深さが、側溝下越しする給水管以上に深い場合は、乙止水栓は側溝下越し後に設置する。

0.9m0.9m0.9m0.9m0.9m0.9m0.9m

0.3m以上0.3m以上0.3m以上0.3m以上0.3m以上0.3m以上0.3m以上

1.4m1.4m1.4m1.4m1.4m1.4m1.4m1.2m1.2m1.2m1.2m1.2m1.2m1.2m

1.4m1.4m1.4m1.4m1.4m1.4m1.4m

0.3m以上0.3m以上0.3m以上0.3m以上0.3m以上0.3m以上0.3m以上

0.9m0.9m0.9m0.9m0.9m0.9m0.9m
1.1m1.1m1.1m1.1m1.1m1.1m1.1m

開削工事の場合、下越しする側溝手前のエルボは、側溝から0.3ｍの位置にする。開削工事の場合、下越しする側溝手前のエルボは、側溝から0.3ｍの位置にする。開削工事の場合、下越しする側溝手前のエルボは、側溝から0.3ｍの位置にする。開削工事の場合、下越しする側溝手前のエルボは、側溝から0.3ｍの位置にする。開削工事の場合、下越しする側溝手前のエルボは、側溝から0.3ｍの位置にする。開削工事の場合、下越しする側溝手前のエルボは、側溝から0.3ｍの位置にする。開削工事の場合、下越しする側溝手前のエルボは、側溝から0.3ｍの位置にする。

0.3m0.3m0.3m0.3m0.3m0.3m0.3m 0.3m0.3m0.3m0.3m0.3m0.3m0.3m

※構造物を越えて乙止水栓を設置する場合は修繕すること※構造物を越えて乙止水栓を設置する場合は修繕すること※構造物を越えて乙止水栓を設置する場合は修繕すること※構造物を越えて乙止水栓を設置する場合は修繕すること※構造物を越えて乙止水栓を設置する場合は修繕すること※構造物を越えて乙止水栓を設置する場合は修繕すること※構造物を越えて乙止水栓を設置する場合は修繕すること
　を考慮し、立上りと構造物の離隔は0.5ｍにする　を考慮し、立上りと構造物の離隔は0.5ｍにする　を考慮し、立上りと構造物の離隔は0.5ｍにする　を考慮し、立上りと構造物の離隔は0.5ｍにする　を考慮し、立上りと構造物の離隔は0.5ｍにする　を考慮し、立上りと構造物の離隔は0.5ｍにする　を考慮し、立上りと構造物の離隔は0.5ｍにする

※構造物を越えて乙止水栓を設置する場合は修繕すること※構造物を越えて乙止水栓を設置する場合は修繕すること※構造物を越えて乙止水栓を設置する場合は修繕すること※構造物を越えて乙止水栓を設置する場合は修繕すること※構造物を越えて乙止水栓を設置する場合は修繕すること※構造物を越えて乙止水栓を設置する場合は修繕すること※構造物を越えて乙止水栓を設置する場合は修繕すること

　を考慮し、立上りと構造物の離隔は0.5ｍにする　を考慮し、立上りと構造物の離隔は0.5ｍにする　を考慮し、立上りと構造物の離隔は0.5ｍにする　を考慮し、立上りと構造物の離隔は0.5ｍにする　を考慮し、立上りと構造物の離隔は0.5ｍにする　を考慮し、立上りと構造物の離隔は0.5ｍにする　を考慮し、立上りと構造物の離隔は0.5ｍにする

0.5m※0.5m※0.5m※0.5m※0.5m※0.5m※0.5m※

0.5m※0.5m※0.5m※0.5m※0.5m※0.5m※0.5m※

0.5m以 上0.5 m以 上0.5 m以 上0.5 m以 上0.5 m以 上0.5 m以 上0.5 m以 上 0.5m以 上0.5m以 上0.5m以 上0.5m以 上0.5m以 上0.5m以 上0.5m以 上

開削 の 場合開削 の場合開削 の 場合開削の場合開削の場合開削の場合開削の場合 開 削の場合開削の場合開 削の場合開削の場合開 削の場合開削の場合開削の場 合

0.5m0.5m0. 5m0.5m0. 5m0.5m0. 5m

0. 5m0.5m0. 5m0.5m0. 5m0.5m0. 5m



水路水路水路水路水路水路水路水路水路水路水路水路水路水路

申請地申請地申請地申請地申請地申請地申請地

コンクリート保護ができる離隔コンクリート保護ができる離隔コンクリート保護ができる離隔コンクリート保護ができる離隔コンクリート保護ができる離隔コンクリート保護ができる離隔コンクリート保護ができる離隔

があれば許可する（0.2ｍ程度）があれば許可する（0.2ｍ程度）があれば許可する（0.2ｍ程度）があれば許可する（0.2ｍ程度）があれば許可する（0.2ｍ程度）があれば許可する（0.2ｍ程度）があれば許可する（0.2ｍ程度）

①取出し管と隣地境界との離隔①取出し管と隣地境界との離隔①取出し管と隣地境界との離隔①取出し管と隣地境界との離隔①取出し管と隣地境界との離隔①取出し管と隣地境界との離隔①取出し管と隣地境界との離隔

水路水路水路水路水路水路水路 水路水路水路水路水路水路水路

申請地申請地申請地申請地申請地申請地申請地

②橋の下流側が敷地に接していない場合②橋の下流側が敷地に接していない場合②橋の下流側が敷地に接していない場合②橋の下流側が敷地に接していない場合②橋の下流側が敷地に接していない場合②橋の下流側が敷地に接していない場合②橋の下流側が敷地に接していない場合

橋の下流側が敷地に接していない場合に限り、橋の上流側に添架する橋の下流側が敷地に接していない場合に限り、橋の上流側に添架する橋の下流側が敷地に接していない場合に限り、橋の上流側に添架する橋の下流側が敷地に接していない場合に限り、橋の上流側に添架する橋の下流側が敷地に接していない場合に限り、橋の上流側に添架する橋の下流側が敷地に接していない場合に限り、橋の上流側に添架する橋の下流側が敷地に接していない場合に限り、橋の上流側に添架する

③メーターを曲げた場合の官民境界（水路側）との離隔③メーターを曲げた場合の官民境界（水路側）との離隔③メーターを曲げた場合の官民境界（水路側）との離隔③メーターを曲げた場合の官民境界（水路側）との離隔③メーターを曲げた場合の官民境界（水路側）との離隔③メーターを曲げた場合の官民境界（水路側）との離隔③メーターを曲げた場合の官民境界（水路側）との離隔

水路水路水路水路水路水路水路水路水路水路水路水路水路水路

申請地申請地申請地申請地申請地申請地申請地

敷地内のコンクリート保護部分のところで９０°曲げる施工は許可する敷地内のコンクリート保護部分のところで９０°曲げる施工は許可する敷地内のコンクリート保護部分のところで９０°曲げる施工は許可する敷地内のコンクリート保護部分のところで９０°曲げる施工は許可する敷地内のコンクリート保護部分のところで９０°曲げる施工は許可する敷地内のコンクリート保護部分のところで９０°曲げる施工は許可する敷地内のコンクリート保護部分のところで９０°曲げる施工は許可する

⑲　水路上越しの注意点⑲　水路上越しの注意点⑲　水路上越しの注意点⑲　水路上越しの注意点⑲　水路上越しの注意点⑲　水路上越しの注意点⑲　水路上越しの注意点

０.５以上０.５以上０.５以上０.５以上０.５以上０.５以上０.５以上
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